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神勝寺（しんじょうじ） 禅と寺のミュージアム
（福山市沼隈町）

昭和40年に建立された禅寺です。（開基 神原秀夫氏 当時常石造

船㈱社長） 総門をくぐると、日本庭園、普通の家屋と共にユニークな

社務所『松堂（しょうどう）』が目に入ります。屋根の形が特徴的で、先頭

に松の木が植えてあります。近年著名建築家 藤森照信氏の作品です。

周辺の風景に溶け込んだ、なんとも素朴な建物です。（手曲げ銅板屋根・

松丸太の歩廊）

そしてもう一棟、現代彫刻家、名和晃平氏デザインのアートパビリオン

『洸庭（こうてい）』 巨大な方舟を連想するこけら葺の外観にうならさ

れます。建物の前には、作庭家、中根史郎氏による素晴らしい庭園が広

がっています。建物内は真っ黒な瞑想室異空間、30分間入れ替え制

です。ぜひ体験してみてください。

また、境内の一番高いところには臨済宗中興の祖、白隠のコレクショ

ンが展示されている建物もあり、前面にはあの足立美術館の庭を造っ

た中根金作氏による白砂の枯山水の庭が広がっています。

境内は、池泉回遊式庭園 賞心庭が広々と配置されています。新緑、

紅葉時期には素晴らしい景観を見せてくれます。ゆっくりするには意外

と良いスポットです。（Ｈ．Ｓ）

松堂

洸庭

枯山水

★名和晃平（なわこうへい）・・・昨年パリで開催された「ジャポ
ニズム2018：響きあう魂」の一環として、金箔貼りの技術と３Ｄ
造形システムを融合させた高さ10.4mの彫刻作品が、ルーブル
美術館ピラミッド内に展示された。

★中根金作・・・昭和から平成の名庭園を手がけた現代を代表する名庭師。日本国
内、海外と300近い庭園を作庭している。中根史郎は長男。
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３０年新入社員歓迎会

【Ｋ駐車場整備工事】 （竹本）

【Ｓ様邸土蔵改修】 破風板・瓦の修理をし、塗装もしました。

【 Ｙ様邸新築工事 ～東広島市～ 】 片流れ屋根を利用した小屋裏収納付、広々とした住宅です。 （丸口）

【 Ｈ高等学校ＣＢ塀改修工事 ～南区～ 】
学校の周囲のコンクリートブロック塀を取壊し、
新しくアルミフェンスを取付けました。 （梶岡）

～ ウ イ ズ ア ー ト の 工 事 現 場 か ら ～
平成31年2月17日（日）、広島県
主催による三倉岳県立自然公園内

トイレ（大竹市）＜ウイズアート

施工＞の完成見学会が行われまし

た。当日は天気も良く、たくさん

の関係者の方や一般のお客さが建

物の見学に来られました。

除幕式

三倉岳県立自然公園内トイレ完成見学会

祝辞

定礎

古民家 Before After

【 ㈱Ｎ 屋外トイレ新築工事 ～安芸区～ 】
初めのRC（鉄筋コンクリート）で不安ばかりでしたが、
皆さんの力を借りて立派なトイレができました。 （亀田）

【安芸区私道舗装】 （伊藤）

新築住宅

土木 土木

O様邸浴室その他改修工事

リフォーム

～安芸区～

～安佐南区～ ～安芸区～

ビル・テナント

広島Ｋビル４階解体復旧工事

～中区～～安芸区～

工場・倉庫

見学会

担当：下野

Before

After

担当：丸口県より８４点という高い
評価点をいただきました。

公共施設

ウイズアート
平成の
あ♡ゆ♡み

18年9月
㈱伊藤禧
設立

初めての
新築工事

K様邸

初めての
公共工事

初めての
見学会

グレイス船越

26年2月
夢を語ろう
プロジェクト
始動

25年9月
㈱ウイズアート
社名変更

竹屋町に移転

24年5月
いとうきだより
第1号発行

広島計量検査場

「夢を語ろう」広島を
考える」「哲学的建
築を語る」「私のイノ
ベーション」「私のブ
ランド」のテーマで
1年間多くの若者達
が語り合いました。

初めての社員旅行

ウイズアートの
ラインを始めました。

令和の時代へ
２９年新入社員歓迎会

担当：伊藤

27年春
マスコット「ウイズくん
とアートちゃん」決定

27年より安全総会
を始まました。

「小規模の建物で
各納まりも小さかったので
大変でした・・・」（竹本）



先日、新入社員歓迎会で、日ごろ社長がお

世話になっている大学の教授から「エレガントな会社に

なってください。」というお言葉をいただきました。経済

性と人間性が伴うということです。「共に喜び支えあう」と

いう会社理念を忘れず今期も頑張ります！！ （S.I)

広島市立広島特別支援学校 （広島市南区出島） 設計：佐藤総合計画

車いす生活をしている祖母がきっかけで体が不自由な人や障害がある人でも暮らしやすくするにはどう
したらいいのかと思い、見学ツアーに参加しました。今回は、鉄筋一部鉄骨コンクリート造り ３階建ての本校
舎の見学をしました。校舎の中は各エリアごとに色が異なり、場所が分かりやすくなっています。屋上は開放
的な空間となっており、床は腐食や滑りにくい材料が使用され、安全に活動できるよう柵が高めになってい
ました。また、建物の中央にある「ひかりのひろば」は３階部分までが吹き抜けで、明るく開放感あふれる空間
となっており、エレベーターやスロープが設置され、スロープは車いすが操作しやすい勾配になっていました。
他の場所でも学校生活が送りやすいように様々な工夫がされていました。見学を終え、建物は見た目の「デ
ザイン性」だけでなく、利用する人（住む人）が「使いやすい、楽しい、リラックスできる空間」を設計すること
も重要なのだと改めて感じました。 （Ｍ．Ｋ）
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大塚国際美術館（徳島県鳴門市）
西洋名画1000点以上が原寸大の陶板
で再現された、世界初の陶板美術館。
ガイドの方の説明がとても面白くわか
りやすく、その時代に入り込んだよう
な気持ちで鑑賞できました。平成30年、
紅白歌合戦で、米津玄師（よねづけん
し）が「Ｌemon」を歌う生中継の舞
台となりました。

太陽の塔（大阪府吹田市）
1970年に開催された日本万博博覧会の
テーマ館の一つとして岡本太郎が制作
した建造物。塔の高さは70m、腕の長さ
25m。内部には41mもの下から上へ延び
る「生命の樹」という巨大オブジェが
そびえ、33種類もの「いきもの」が
びっしりと張りついています。その大
きさ、内部の構造、異様な色彩と空間
には唯々感心するのみでした。

屋上 ひかりのひろば

前面 背面 内部(ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより）

今回の研修旅行は「芸術と建築」を
求めてのバス旅行でした。瀬戸大橋を
渡り、津田の松原で「讃岐うどん」に
舌鼓。芸術鑑賞後、大鳴門橋遊歩道か
ら少々小さめの「鳴門の渦潮」を見学。
淡路島を通り、「有馬温泉」で日頃の
疲れを癒しました。大阪では明治生ま
れの偉大な芸術家の建物、大正時代の
建物、そして平成の日本一高いビル、
と「建築物」を堪能しました。

あべのハルカス（大阪市）
高さ300m、先進的な都市機
能を集積した立体都市。設計
施工竹中工務店。高さも日本
一ですが、「日本一難しい現
場」と言われるほど工事も大
変だったそうです。

大阪市中央公会堂
＜国指定重要文化財＞

明治42年渋沢栄一を団長と
する渡米実業団に参加した
岩本栄之助が、帰国後に
行った利益の寄付が公会堂
の建設へとつながりました。

新たな出発


